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リコーグループの環境経営 

環境対応から環境保全、そして環境経営へ 

長期的視点に立って、継続的に環境負荷低減に取り組む

には、環境保全活動を通して経済価値を創出する「環境

経営」を推進し、企業として存続・発展していく必要があ

ります。リコーグループの環境への取り組みを振り返っ

てみると、3つの段階がありました。私たちの活動は「環

境対応」から始まり、「環境保全」を経て、現在は「環境経営」

の段階にあります。「環境対応」の段階では、法規制や他

社動向などの外圧に応じた受身の活動になっていました。

「環境保全」の段階では、地球市民として使命感を持って

取り組むようになり、事業や製品の環境負荷を低減する

ための対策を自主的に実施しました。現在の「環境経営」

の段階では、事業活動の環境負荷を積極的に低減しつつ、

企業として経済価値の創出を追及することにより、継続

的な環境保全を目指しています。 

 

目指す姿の実現に向けて 

リコーグループは、「目指す姿」に近付くために、社員一

人ひとりが高い環境意識を持ち、自ら高いハードルを設

定し、「全員参加の改善活動」と「環境技術開発」を推進

することにより、「環境経営」のレベルを向上させてきま

した。今後も、積極的に「全員参加の改善活動」と「環境

技術開発」に取り組み、より環境負荷の少ない製品やサー

ビスを世界中のお客様に提供し、ご利用いただくことで、

「目指す姿」を実現します。 

環境保全活動の3ステップ（環境対応から環境保全、そして環境経営へ） 

狙い（コンセプト） 

活動内容 

ツール 

環境対応 環境保全 環境経営 

圧力への対応 
・法規制　・競合 
・お客様 

法規制、競合、 
お客様に追随した 
消極的な活動 

地球市民としての使命 
・自主責任　・自主計画 
・自主活動 

1.高い目標を掲げた積極的な 
　地球環境負荷低減活動 
　・省エネルギー 
　・省資源リサイクル 
　・汚染予防 
2.社員一人ひとりの意識改革 

1.ISO14001 
2.LCA 
3.環境ボランティアリーダー 
　養成システム 

環境保全と利益創出の 
同時実現 

環境保全活動 
≒QCD活動＊ 

例）部品点数削減 
　  工程数削減 
　  歩留り、稼働率向上 

1.戦略的目標管理制度 
2.環境会計 
3.環境経営情報システム 

＊ 品質（Quality）、コスト（Cost）、納期（Delivery）の管理改善活動。 


